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平成 21年
（2009 年）

人口　60,557人（＋100）
男　　30,297人（＋50）
女　　30,260人（＋50）
世帯　22,334戸（＋41）
※10月末日現在。（　）内
は前月比。

平
成
22
年
度

　
　

予
算
編
成
方
針
決
定

　

平
成
22
年
度
に
お
け
る
予
算
編
成
の
基
本
的
な
考
え
方
を
ま
と
め
た
予
算
編
成
方
針
が
決
ま

り
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平
成
22
年
度
の
市
の
財

政
見
通
し

　

歳
入
（
収
入
）
は
、
団
塊
世
代
の

退
職
や
景
気
の
悪
化
な
ど
に
よ
り
歳

入
の
柱
で
あ
る
市
民
税
の
減
収
が
見

込
ま
れ
、
全
体
で
は
平
成
21
年
度
を

下
回
る
見
通
し
で
す
。

　

歳
出
（
支
出
）
は
、
人
口
の
増
加

に
よ
り
児
童
や
高
齢
者
な
ど
に
か
か

る
経
費
が
年
々
増
え
て
お
り
、
平
成

22
年
度
も
歳
出
の
増
加
は
避
け
ら
れ

な
い
見
通
し
で
す
。

予
算
編
成
の
基
本
方
針

　

平
成
22
年
度
当
初
予
算
編
成
に
お

い
て
は
「
市
民
と
築
く
安
心
で
健
康

な
ま
ち　

し
ろ
い
」
の
実
現
を
目
指

す
第
4
次
総
合
計
画
前
期
基
本
計
画

の
推
進
を
図
る
こ
と
を
基
本
と
し
ま

す
。

　

職
員
一
人
一
人
が
市
の
非
常
に
厳

し
い
財
政
状
況
を
充
分
認
識
し
、
コ

ス
ト
意
識
を
持
ち
、
先
例
に
と
ら
わ

れ
ず
に
積
極
的
に
事
業
を
見
直
し
、

1
日
も
早
く
身
の
丈
に
合
っ
た
財
政

規
模
に
転
換
で
き
る
よ
う
、
予
算
編

成
を
行
い
ま
す
。

　

主
な
基
本
方
針
は
次
の
と
お
り
で

す
。

●
第
4
次
総
合
計
画
前
期
基
本
計
画

の
着
実
な
推
進

　

平
成
22
年
度
は
前
期
基
本
計
画
に

お
け
る
第
2
次
実
施
計
画
の
最
終
年

度
と
な
る
こ
と
か
ら
、
計
画
に
お
け

る
事
業
費
と
の
整
合
を
図
り
つ
つ
、

事
業
内
容
や
事
業
費
の
圧
縮
を
検
討

の
う
え
、
施
策
目
標
を
達
成
で
き
る

よ
う
に
予
算
編
成
を
行
い
ま
す
。

●
第
4
次
緊
急
財
政
健
全
化
計
画
の

推
進

　

市
の
貯
金
で
あ
る
基
金
の
取
り
崩

し
を
抑
制
し
、
収
支
の
均
衡
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
「
第
4
次
緊
急

財
政
健
全
化
計
画
」
に
基
づ
き
予
算

編
成
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
計
画
に
つ
い
て
は
下
の
と
お

り
で
す
。

●
市
民
要
望
の
的
確
な
把
握

　

市
民
か
ら
の
要
望
を
的
確
に
把
握

し
、
緊
急
性
・
重
要
性
な
ど
に
よ
り

優
先
順
位
付
け
を
し
た
上
で
予
算
編

成
を
行
い
ま
す
。

●
重
点
事
業
の
選
定

　

平
成
22
年
度
に
重
点
的
に
取
り
組

む
事
業
を
事
前
に
選
定
し
、
明
確
に

し
た
う
え
で
予
算
編
成
を
行
い
ま
す
。

●
新
規
事
業
に
対
す
る
財
源
確
保

　

新
規
事
業
は
事
業
の
必
要
性
や
優

先
性
を
充
分
に
検
討
し
、
長
期
的
に

健
全
な
事
業
運
営
が
可
能
と
な
る
よ

う
な
事
業
内
容
と
し
、
経
費
は
原
則

既
存
事
業
の
見
直
し
に
よ
り
対
応
し

ま
す
。

※
平
成
22
年
度
当
初
予
算
編
成
方
針

の
全
文
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧

で
き
ま
す
。

問　

財
政
課
財
政
班　

内
線
3
3
3

1
・
2
・
7

第4次緊急財政健全化計画
　平成22年度から平成31年度までの10年間の長期財政推計において、
約58億円の財源不足が見込まれています。今後の厳しい財政状況に
対応するための一つの方策として、平成22年度から平成24年度まで
を計画期間とする第4次緊急財政健全化計画を作成しました。

【枠配分方式による予算編成】
　枠配分の対象となる経費などを見
直したうえで事業の取捨選択を厳し
く行い、真に必要なサービスに重点
化した予算編成を行います。

【歳入の確保】
　市税・上下水道料金・保育料・給
食費などは、徴収体制を強化し、前
年度の徴収率の確保や向上に向けて
取り組みます。

【人件費の抑制】
　現行の定員管理指針を見直し、計画的に職員を採用します。
　特別職などの給与、一般職の管理職手当や地域手当の支給額を減額します。

【事業のスクラップ・アンド・ビルドの徹底】
　すでに目的を達成したり、成果の上がっていない事業など、必要性が低下
した事業の廃止や凍結を徹底したうえで新規事業を実施することにより、事
業費の抑制を図ります。

【財政情報の公表】
　市の財政状況や財務諸表について市民による
チェックが行き届くよう、わかりやすく公表し
ます。

【繰出金の抑制】
　各特別会計において
前年度の徴収率の確保
や向上などにより自立
強化を図り、一般会計
からの財源補てん的な
繰出金を極力抑制しま
す。

【行政改革実施計画の着実な推進】
　行政改革実施計画で取り組む実施項目につい
て、着実な推進を図るとともに、新たな実施項
目の拡充に努めます。

具体的な取り組み

　各年度の当初予算における財政調整基金の取り崩し額を、平
成21年度当初予算計上額の約半分となる2億8,000万円以下に抑
制します。

計画の目標

　目標を達成するためには、計画期間の当初予算額を平成21年度当初予算額の
157億円から10㌫以上縮小しなければならず、歳入の確保や人件費などの歳出の
抑制、事業のスクラップ・アンド・ビルドの一層の徹底などに向けて取り組みます。

基本的な方針

【用語の説明】
物件費 … 主に消費的な性質を持つ消耗品や備品購入費などです。
財政調整基金 … 年度間の財源の不均衡を調整するための基金（貯金）で、  財源に余裕のある年度に積み立て、不足するときに取り崩します。
枠配分方式 … 事業担当部課ごとに財源を事前に配分し、その枠内で事業を実施する予算編成の方法です。
定員管理指針 … 円滑な行政運営ができる職員体制の確保などのため、職員定員について示した方針です。
地域手当 … 国の職員の給料表が全国一律であるため、各地域における職員の給料と民間の賃金の格差を調整する手当です（市は国に準拠）。
繰出金 … 特別会計が安定した運営ができるように、一般会計から特別会計などへ支出する経費です。
行政改革実施計画 … 行政改革を実施するため、具体的な取り組みを示した計画です。

　市ではこれまで平成15年度から3次にわたる財政健全化計画
を作成し、人件費や物件費の削減など財政健全化に向けたさま
ざまな取り組みを行ってきました。これによってある程度の経
費は削減できましたが、依然として財源不足の状態が続いてお
り、財政調整基金を取り崩して不足分に対応しています。この
ため、右図のとおり平成
17年度末に26億円あった
残高は年々減少し、平成
20年度末では約20億円と
なり、今後さらに減少が
見込まれるため、財政調
整基金の取り崩しを抑制
し、収支の均衡を図るこ
とを目的として計画を作
成しました。

作成の目的
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財政調整基金年度末残高
億円

第 4次総合計画の策定に向けて市民の要望を把握するためのワークショップ



市の財産（平成20年度末）
土地 955,270 ㎡
建物 144,724 ㎡
有価証券 3億7,226万円

出資による
権利 3億7,032万円

自動車 86 台
基
金

土地 42,912 ㎡
現金 33億7,808万円

平
成
20
年
度
の
決
算

　

市
で
は
皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
い
た
税
金
を
は
じ
め
、
国
・
県
の
補
助
金
や
借
入
金
な
ど
を
基
に

行
政
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。
平
成
20
年
度
に
ど
れ
だ
け
の
お
金
を
、
ど
の
よ
う
に
使
っ
た
か
を
市
の

決
算
と
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

市
の
財
産

　

平
成
20
年
度
末
に
市
が
保
有
す
る

土
地
や
建
物
な
ど
の
財
産
は
左
表
の

と
お
り
で
す
（
一
般
会
計
以
外
の
財

産
を
含
み
ま
す
）。

図1

図2

一
般
会
計
の
決
算

　

平
成
20
年
度
の
一
般
会
計
決
算

は
、
歳
入
（
収
入
）
が
1
8
1
億
6
、

8
0
8
万
円
（
市
の
貯
金
で
あ
る

財
政
調
整
基
金
の
取
り
崩
し
5
億
4
、

2
3
3
万
円
を
含
む
）、
歳
出
（
支

出
）
が
1
6
5
億
4
、
7
1
2
万

円
で
し
た
。
差
し
引
き
は
16
億
2
、

0
9
6
万
円
の
黒
字
で
し
た
が
、
こ

の
中
に
は
20
年
度
で
完
了
し
な
か
っ

た
た
め
21
年
度
で
引
き
続
き
実
施

す
る
事
業
な
ど
に
使
う
財
源
12
億
3
、

0
8
5
万
円
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
差
し
引
い
た
実
質
的
な
20
年

度
の
収
支
は
3
億
9
、
0
1
1
万
円

の
黒
字
と
な
り
ま
す
。

　

歳
入
・
歳
出
の
内
訳
は
左
図
の
と

お
り
で
す
。

市
税
・
地
方
交
付
税
は

増
加

　

歳
入
の
約
5
割
を
占
め
る
市
税

は
、
納
税
義
務
者
が
増
え
た
こ
と
や

新
築
家
屋
が
増
え
た
こ
と
な
ど
の
影

響
に
よ
り
19
年
度
に
比
べ
て
2
億
4
、

2
9
4
万
円
（
2
・
8
㌫
）
増
加
し

ま
し
た
。

　

地
方
交
付
税
は
人
口
が
増
え
た
こ

と
な
ど
に
よ
り
、
19
年
度
に
比
べ
て

1
億
5
7
0
万
円
（
29
・
2
㌫
）
増

加
し
ま
し
た
。

　

市
税
や
地
方
交
付
税
な
ど
の
一
般

財
源
全
体
で
は
7
億
3
、
5
3
5
万

円
（
5
・
2
㌫
）
増
加
し
ま
し
た
。

　

主
な
一
般
財
源
の
推
移
は
右
下
図

の
と
お
り
で
す
。

扶
助
費
・
普
通
建
設
事

業
費
が
増
加

　

歳
出
で
は
扶
助
費
が
児
童
手
当
の

支
給
対
象
者
や
生
活
保
護
の
対
象
者

が
増
え
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
19
年

度
に
比
べ
て
2
億
3
、
6
8
7
万
円

（
13
・
6
㌫
）
増
加
し
、
普
通
建
設

事
業
費
は
清
水
口
小
学
校
校
舎
の
改

修
や
白
井
・
西
白
井
駅
前
の
駐
輪
場

の
用
地
購
入
な
ど
に
よ
り
、
12
億
7

4
3
万
円
（
61
・
5
㌫
）
増
加
し
ま

し
た
。
一
方
で
公
債
費
は
19
年
度
に

比
べ
て
3
億
9
、5
7
4
万
円
（
19
・

1
㌫
）
減
少
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
19

年
度
に
実
施
し
た
繰
り
上
げ
償
還
の

額
が
多
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
20
年

度
の
支
払
い
額
が
少
な
く
な
っ
た
た

め
で
す
。
義
務
的
経
費
全
体
で
は

2
億
4
、4
4
9
万
円
（
3
・
5
㌫
）

減
少
し
ま
し
た
。

　

義
務
的
経
費
の
推
移
は
右
下
図
の

と
お
り
で
す
。

◆
経
常
収
支
比
率　

94
・
3
㌫
〔
類

似
団
体
平
均　

93
・
2
㌫
〕　

昨
年

度　

96
・
9
㌫

　

経
常
収
支
比
率
と
は
人
件
費
や
公

債
費
な
ど
毎
年
度
決
ま
っ
て
支
払
う

額
が
、
市
税
や
普
通
交
付
税
な
ど
毎

年
度
決
ま
っ
て
収
入
さ
れ
る
一
般
財

源
に
占
め
る
割
合
で
す
。
こ
の
数
値

が
高
い
ほ
ど
、
臨
時
的
・
突
発
的
な

支
出
に
対
応
す
る
お
金
が
少
な
く
な

り
、
財
政
に
余
裕
が
な
い
こ
と
を
示

し
て
い
ま
す
。　

　

　

市
は
類
似
団
体
平
均
を
上
回
っ
て

い
ま
す
が
、
人
口
の
増
加
な
ど
で
市

税
が
増
え
た
こ
と
に
よ
り
比
率
が
改

善
さ
れ
ま
し
た
。

◆
財
政
力
指
数　

0
・
9
6
7
（
3

カ
年
平
均
）〔
類
似
団
体
平
均　

0
・

8
8
5
〕　

昨
年
度　

0
・
9
6
5

　

財
政
力
指
数
と
は
各
団
体
の
人

口
・
面
積
や
特
性
な
ど
か
ら
判
断
し

て
、
標
準
的
に
見
込
ま
れ
る
税
収
な

ど
の
収
入
が
、
標
準
的
に
必
要
な
経

費
に
占
め
る
割
合
で
す
。
こ
の
数
値

が
高
い
ほ
ど
財
政
力
が
高
い
と
さ
れ
、

単
年
度
で
1
を
超
え
る
と
普
通
交
付

税
が
交
付
さ
れ
な
い
「
不
交
付
団

体
」
と
な
り
ま
す
。
市
は
類
似
団
体

平
均
を
上
回
っ
て
お
り
、
19
年
度
と

比
較
し
て
も
数
値
は
増
加
し
て
い
ま

す
。

◆
財
政
調
整
基
金
残
高　

20
億
3
8

1
万
円
〔
類
似
団
体
平
均
20
億
5
、

4
3
6
万
円
〕　   

昨
年
度
21
億
8
、

7
3
7
万
円

　

財
政
調
整
基
金
の
残
高
は
類
似
団

体
平
均
を
下
回
っ
て
お
り
、
19
年
度

と
比
べ
て
も
減
少
し
て
い
ま
す
。
災

害
の
発
生
な
ど
の
思
わ
ぬ
支
出
に
備

地
方
債
の
残
高
は
約

1
3
9
億
円

　

地
方
債
は
将
来
に
わ
た
っ
て
市
民

が
利
用
す
る
道
路
や
公
共
施
設
の
建

設
な
ど
、
そ
の
費
用
を
現
在
の
市
民

だ
け
で
な
く
、
将
来
の
市
民
に
も
負

担
し
て
も
ら
う
こ
と
が
公
平
で
あ
る

場
合
、
千
葉
県
が
同
意
な
ど
を
し
た

後
に
金
融
機
関
な
ど
か
ら
借
り
入
れ

る
市
の
借
金
で
す
。

　

一
般
会
計
の
20
年
度
末
の
残
高
は

左
表
の
と
お
り
1
3
8
億
6
、7
0

7
万
円
で
、
19
年
度
に
比
べ
て
5
、

4
8
0
万
円
減
少
し
ま
し
た
。

え
る
た
め
に
も
取
り
崩
し
額
を
少
な

く
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

※
類
似
団
体
平
均
と
は
人
口
規
模
や

産
業
構
造
が
類
似
し
て
い
る
県
内
の

自
治
体
（
銚
子
市
・
館
山
市
・
茂
原
市
・

東
金
市
・
君
津
市
・
富
津
市
・
袖
ケ

浦
市
・
八
街
市
・
印
西
市
・
富
里
市
・

香
取
市
・
山
武
市
・
白
井
市
）
の
単

純
平
均
で
す
。

問　

財
政
課
財
政
班　

内
線
3
3
3

1
・
2
・
7

白井市の財政状況を分析

　市の財政状況を類似団体と比べてみました。

地方交付税…全国すべての市町村が一定の水準の
行政サービスを提供できるように、税収の少ない
市町村に対して国から交付されるお金で、普通交
付税と特別交付税があります。
一般財源…市税や地方交付税など毎年度収入され
るお金です。使途が特定されておらず、市が自由
に使えます。
普通建設事業費…道路、橋

きょうりょう

梁、公共施設などを建
設するなどの経費です。
義務的経費…市に支出が義務付けられている経費
で、職員給与などの人件費、生活保護費などの扶
助費、借金の返済である公債費を合計したもので
す。

用語の説明

地方債の残高（一般会計）
区分 平成20年度末 平成19年度末 差引
総務債 66億9,152万円 63億9,099万円 3億53万円
民生債 11億165万円 10億620万円 9,545万円
衛生債 4億3,804万円 4億5,521万円 △ 1,717万円
土木債 2億8,700万円 3億4,353万円 △ 5,653万円
消防債 7,811万円 1億148万円 △ 2,337万円
教育債 52億7,075万円 56億2,446万円 △ 3億5,371万円
合計 138億6,707万円 139億2,187万円 △ 5,480万円
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平成20年度に実施した
主な事業

（1）安心して子育てできるまちを築く

公立保育園の整備　4億7,301万円
　老朽化した南山保育園を移設し、通常の保育のほかに新たに一
時保育・産休明け保育・子育て支援センター業務を行えるよう整
備をしました。
妊婦健診の充実　2,047万円
　妊娠中の健診費用の負担を減らし、積極的に健診を受けてもら
うため、妊婦健診に対する助成回数を2回から5回に拡充しました。

（2）安心して暮らせるまちを築く

駐輪場の整備　4億5,109万円
　恒久的な駐輪場を整備するため、白井駅と西白井駅周辺におい
て駐輪場の用地を購入しました（当初予定していた駐輪場の整備
に向けた実施設計は、事業計画の変更があったため平成21年度へ
繰り越しました）。
市民参加型交通安全対策事業　284万円
　市民と共に交通安全対策の検討を行うため、道路の危険個所の
把握と危険要因の分析を行い、危険個所を示したハザードマップ
を公表しました。

（3）健康で暮らせるまちを築く

健康増進計画の策定　339万円
　平成22年3月の健康増進計画の策定に向けて、市民の健康に関
するアンケート調査などを行いました。

（4）元気に活躍できるまちを築く

工業団地への道路整備　987万円
　工業団地へのアクセス道路について調査をしました。
コミュニティ施設の整備　914万円
　現在の中央公民館がある場所に、第一地区の地域コミュニティ
の核となる施設を整備するため、基本設計などを行いました。

（5）みどり豊かで快適なまちを築く

木枝・草木類の資源化の推進　340万円
　公共施設から出される剪定枝や梨などの果樹剪定枝を市内の民
間事業者が設置したバイオマスガス化発電施設の原材料として利
活用しました。

（6）基本計画を推進するために

指定管理者制度の導入　2,562万円
　公民センター（出張所を除く）と勤労青少年ホームの管理運営
について、指定管理者制度を導入しました。
市税などのコンビニ納付の導入　276万円
　納税（納付）の利便性などのため、コンビニエンスストアで市
税・国民健康保険税・介護保険料・下水道使用料・水道料金を納
付できるようにしました。

●7

市長コラム

季節は冬に･･･

市長　横山久雅子

Sharing
～共にすすむ～

　12月の声を聞くと「ああ、今年も終わりだな」とつく
づく思います。師走の一日が暮れるのはとても早く、やら
なければならないことを数えると気持は焦るばかりですが、
こんな時こそ体調管理を怠らず心も体も温かく保って過ご
したいものです。
　さて、寒さの到来とともにインフルエンザが猛威をふる
い始めました。市では11月7日に米国CDC（疾病対策予防
センター）の勤務経験のあるウイルス疾患の専門家を迎え
「新型インフルエンザ～怖

おそ

れず侮
あなど

らず～」と題した講演会を
開催しました。講師の西村秀一医師によると、人類は免疫
を持っていないので、ここ2・3年で誰もがこの新型インフ
ルエンザウイルスに感染するだろうとのことでした。
　乳幼児や妊婦などの優先的な予防接種も始まっています
が、予防接種をすれば発病を絶対的に防げるというわけで
はなく、感染の確率を下げ、重症化の確率を下げるために
予防接種受けると理解した方がよいとのことでした。
　講演会のタイトルにもありましたが一人一人が冷静な対
処をすることが何よりも大事なことです。

インフルエンザ講演会にて

収　入
区分 決算上の区分 金額

給料 市税など 15万2,137円
パート・家賃収入 使用料・手数料など 5,927円
親からの援助 地方交付税など 7万5,052円
銀行からの借り入れ 市債 2万1,952円
貯金の取り崩し 繰入金 1万2,219円
前月からの繰り越し 繰越金 1万3,050円
雑収入 諸収入など 2万5,580円
合計 30万5,917円
支　出

区分 決算上の区分 金額
食費 人件費 5万2,223円
医療費・学費 扶助費 3万3,234円
ローンの返済 公債費 2万8,231円
日用品・光熱水費 物件費 3万3,377円
屋内の修理 維持補修費 850円
自治会費 補助費等 4万7,251円
子どもへの仕送り 繰出金 2万2,703円
預金 積立金 6,066円
株式の購入 投資及び出資金など 1,315円

家の増改築 普通建設事業費（災
害復旧費含む） 5万3,373円

合計 27万8,623円
翌月への繰り越し 2万7,294円
貯金残高 3万3,740円
借金残高 28万1,011円
※人口　59,389人（平成21年3月31日現在）

分かりやすく家計簿にしてみました
（市民1人当たりの平成20年度決算）

　下表の家計簿を見ると給料
やパート収入の中から食費・
医療費・学費やローンの返済
を支払うと、残りは約4万円
となります。日用品・光熱水
費や自治会費などを支払うた
めには、親からの援助や貯金
の取り崩しに頼らなくてはな
らない状況です。今後もロー
ンの返済は続きますが不況の影響などで給料が減り、一方
で医療費が増えていくことが予想されるため収入に見合っ
た生活設計を行う必要があります。

特別会計
会計名 歳入 歳出 差引

国民健康保険事業勘定 48億7,334万円 47億6,713万円 1億621万円
老人保健 3億1,421万円 3億3,587万円 1,064万円
介護保険事業勘定 17億7,621万円 17億1,109万円 6,512万円
後期高齢者医療 2億9,680万円 2億9,468万円 212万円
下水道事業 9億732万円 8億4,444万円 6,288万円
学校給食共同調理場事業 4億5,303万円 4億4,788万円 515万円

企業会計
事業名 歳入 歳出 差引

水道事業
収益的収支 3億9,756万円 4億275万円 △519万円
資本的収支 4,960万円 1億5,767万円 △1億807万円

※収益的収支の不足額は利益剰余金を取り崩しました。
　資本的収支の不足額は留保資金から補てんしました。

一般会計以外は
　平成20年度の特別会計および企業会計の決算は下表のとおりで、6つの特別会
計は黒字になりました。国民健康保険事業勘定、介護保険事業勘定、後期高齢
者医療、学校給食共同調理場事業は一般会計からの助成により黒字となってい
る状態で、特に国民健康保険事業勘定、介護保険事業勘定については前年度と
比べて助成額が増加しています。
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市
民
参
加
条
例
に
基
づ
き　

　
　

 
　
　
　

市
民
参
加
の
状
況
を
評
価

〜
市
民
参
加
推
進
会
議
の
答
申
〜

日程　13日㈰
場所　印西地区消防組合消防本部（印西市）
対象　次のすべてを満たす人
◦昭和60年4月2日から平成2年4月1日までに生まれ
た救急救命士免許取得者（平成22年4月末までに免許
取得見込み者を含む）
◦日本国籍を有する人
◦地方公務員法第16条に定める欠格条項に該当しな
い人
※別途身体基準があります。
■申・■問　9日㈬（消印有効）までに履歴書に必要事
項を記入の上、〒270―1337、印西市草深1905番地7
印西地区消防組合消防本部総務課人事係☎0476（46）
4321（土・日曜日を除く午前9時～午後5時）へ

平成21年度消防職員採用試験

駐
輪
場
整
備
工
事

　

現
在
あ
る
自
転
車
駐
輪
場
を
、
恒

久
的
な
駐
輪
場
と
し
て
使
用
す
る
た

め
の
工
事
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

工
事
個
所
は
左
図
の
と
お
り
で
、

基
本
的
に
現
在
あ
る
駐
輪
場
を
整
備

京葉
銀行
京葉
銀行

追
加
追
加

駐輪場の収用台数

駅名 番号 方式
駐車台数（台）

自転車 原付
一時使用 

（自転車換算）

白井駅

1 平置式 高低ラック式 533 0 16
2 平置式 高低ラック式 184 0 ―
3 平置式 高低ラック式 354 40 24
4 平置式 高低ラック式 415 0 ―

西白井駅
5 平置式

高低ラック式 250 0 ―
白線・転倒防止柵 330 0 ―

6 平置式 高低ラック式 1463 100 68
7 ２層立体式鉄骨造 高低ラック式 683 23 19

※原付とはエンジンの総排気量が50㏄以下の二輪車をいいます。
　50㏄を超える自動二輪車は駐輪場整備後には駐車できません。

し
ま
す
が
、
白
井
駅
周
辺
で
1
カ
所

廃
止
、
西
白
井
駅
周
辺
で
1
カ
所
追

加
し
ま
す
。

　

工
事
の
実
施
は
全
体
的
な
代
替
駐

輪
場
の
確
保
が
困
難
な
た
め
、
1
カ

所
ず
つ
整
備
し
ま
す
。
工
事
期
間
中

は
ほ
か
に
あ
る
近
く
の
駐
輪
場
を
利

用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

具
体
的
な
工
事
開
始
時
期
や
整
備

順
序
は
、
今
後
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
駐
輪
場
の
看
板
な
ど
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。　

問　

交
通
防
災
課
交
通
防
災
班　

内

線
3
3
2
1

　

市
で
は
市
民
参
加
に
関
す
る
基
本

的
事
項
を
調
査
審
議
す
る
市
民
参
加

推
進
会
議
に
対
し
「
平
成
20
年
度
市

民
参
加
の
実
施
状
況
に
対
す
る
総
合

的
評
価
」
に
つ
い
て
諮
問
し
、
そ
の

答
申
が
10
月
7
日
に
答
申
書
と
し
て

市
長
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

答
申
書
は
市
民
参
加
の
拡
充
を
図

る
た
め
、
今
後
の
取
り
組
み
提
言
の

ほ
か
に
、
新
た
に
第
4
次
総
合
計
画

前
期
基
本
計
画
上
の
事
業
な
ど
を
調

査
・
審
議
し
、
市
民
参
加
条
例
に
該

当
す
る
と
思
わ
れ
る
事
業
な
ど
の
抽

出
を
行
い
、
提
言
と
し
て
加
え
ま
し

た
。平

成
20
年
度
市
民
参
加

の
実
施
状
況
に
対
す
る

総
合
的
評
価

　

対
象
事
業
は
5
事
業
で
、
答
申
概

要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①（
仮
称
）第
一
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
施
設
整
備
事
業

評
価　

改
善
を
要
す
る

評
価
コ
メ
ン
ト　

○
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
募
集
、
意
見
交
換
会
の
実
施

に
よ
り
、
多
く
の
市
民
の
意
見
を
取

り
入
れ
る
こ
と
に
努
め
た
こ
と
は
評

価
で
き
る

○
情
報
公
開
に
つ
い
て
は
建
設
準
備

委
員
会
、
意
見
交
換
会
で
の
会
議
録

が
作
成
し
て
い
な
い
の
で
、
評
価
で

き
な
い

②
健
康
増
進
計
画
策
定
事
業

評
価　

改
善
を
要
す
る

評
価
コ
メ
ン
ト　

○
審
議
会
の
役
割

は「
健
康
プ
ラ
ン
策
定
会
議
」が
担
っ

て
い
る
の
で
、
平
成
20
年
度
は
プ
ラ

ン
策
定
の
作
業
途
中
で
あ
る
が
、
今

後
は
こ
の
段
階
か
ら
一
般
市
民
の
意

見
・
要
望
を
取
り
入
れ
る
姿
勢
が
欲

し
い

③
市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
設
置
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例
の
廃
止
及
び
代
替

施
設
の
整
備
事
業

評
価　

見
直
す

評
価
コ
メ
ン
ト　

○
関
係
団
体
と
の

意
見
交
換
会
の
み
で
、
情
報
提
供
の

面
で
不
十
分
で
あ
っ
た

○
評
価
調
書
に
は
、
詳
細
を
記
入
し

て
欲
し
か
っ
た

○
代
替
施
設
作
り
は
投
資
効
率
や
環

境
ア
セ
ス
（
環
境
影
響
評
価
）
を
十

分
に
調
査
し
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
わ
れ
る
の
で
、
審
議
会
な

ど
で
深
考
す
る
必
要
が
あ
っ
た

④
白
井
市
次
世
代
育
成
支
援
地
域
行

動
計
画
（
後
期
）
策
定
事
業

評
価　

改
善
を
要
す
る

評
価
コ
メ
ン
ト　

○
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
実
施
し
、
前
期
地
域
行
動
計
画

策
定
時
よ
り
、
市
民
参
加
に
配
慮
し

て
い
る
こ
と
が
感
じ
ら
れ
る
。
今

後
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
が
ま
と
ま
り

次
第
公
表
す
る
と
と
も
に
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
の
募
集
に
よ
り
、
計
画
に
市

民
の
意
見
を
反
映
し
て
欲
し
い

○
審
議
会
な
ど
に
つ
い
て
は
開
催
時

間
・
方
法
、
構
成
メ
ン
バ
ー
な
ど
に

つ
い
て
十
分
工
夫
を
し
て
欲
し
い

⑤
白
井
市
第
4
期
高
齢
者
福
祉
計

画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
策
定
事
業

評
価　

改
善
を
要
す
る

評
価
コ
メ
ン
ト　

○
高
齢
者
が
安
心

し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を

反
映
さ
せ
た
暖
か
み
の
感
じ
ら
れ
る

計
画
の
策
定
を
期
待
し
て
い
る

○
公
募
委
員
の
改
選
は
フ
レ
ッ
シ
ュ

な
考
え
方
を
反
映
さ
せ
る
意
味
か
ら

も
広
報
紙
な
ど
で
公
募
す
べ
き
で
あ

る○
会
議
公
開
、
情
報
提
供
が
不
十
分

で
あ
り
、
改
め
る
べ
き
で
あ
る

○
委
員
構
成
を
明
確
に
し
て
欲
し
い

今
後
の
取
り
組
み

①
情
報
の
一
元
化
と
参
加
機
会
を
拡

充
す
る
た
め
（
4
提
言
）

○
市
民
の
関
心
を
高
め
公
募
委
員
や

傍
聴
者
を
増
や
す
た
め
、
年
間
の
会

議
日
程
表
な
ど
の
ポ
ス
タ
ー
を
作
成

し
、
各
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
提
示
す
る

よ
う
努
め
る
こ
と

○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
市
民
参
加
専
用

の
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
情
報
の
一
元

化
を
図
る
こ
と

○
公
募
委
員
枠
を
増
や
す
た
め
の
工

夫
を
す
る
こ
と

○
よ
り
多
く
の
市
民
が
参
加
で
き
る

よ
う
会
議
日
程
の
工
夫
や
、
人
材
の

育
成
・
確
保
に
努
め
る
こ
と

②
実
施
段
階
へ
の
市
民
参
加
を
推
進

す
る
た
め
（
4
提
言
）

○
職
員
も
市
民
の
一
人
と
し
て
地
域

活
動
な
ど
に
積
極
的
に
参
加
し
、
信

頼
関
係
を
築
く
よ
う
に
努
め
る
こ
と

○
庁
内
の
各
課
間
同
士
の
協
働
を
積

極
的
に
推
進
す
る
こ
と

○
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
市
民
参

加
を
進
め
る
た
め
の
指
針
や
計
画
を

策
定
す
る
こ
と

○
市
民
参
加
条
例
第
6
条
第
1
項
第

5
号
の
公
共
の
用
に
供
さ
れ
る
大
規

模
な
施
設
整
備
に
つ
い
て
は
、
具
体

的
な
基
準
が
な
い
た
め
今
後
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
こ
と

③
総
合
的
評
価
方
法
の
充
実
を
図
る

た
め
（
1
提
言
）

○
「
市
民
参
加
実
施
状
況
調
書
」
を

わ
か
り
や
す
く
、
適
切
に
記
入
で
き

る
よ
う
改
善
を
行
い
、
評
価
項
目
と

評
価
基
準
・
配
点
を
改
正
す
る

前
期
基
本
計
画
に
お
け

る
市
民
参
加
条
例
の
対

象
事
業

　

災
害
時
要
援
護
者
支
援
プ
ラ
ン
、

み
ど
り
の
基
本
計
画
、
地
球
温
暖
化

防
止
実
行
計
画
な
ど

答
申
を
踏
ま
え
て

　

市
で
は
こ
の
答
申
を
踏
ま
え
、
よ

り
一
層
の
市
民
参
加
を
推
進
し
「
市

民
と
築
く
安
心
で
健
康
な
ま
ち
し
ろ

い
」
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

※
こ
の
答
申
書
は
市
役
所
1
階
情
報

公
開
コ
ー
ナ
ー
、
図
書
館
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

問　

市
民
参
加
推
進
課
市
民
参
加
推

進
班　

内
線
3
1
5
1
・
2

駐輪場（白井駅北側）

市長に答申書を手渡す市民参加推進会議委員
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お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

み
ん
な
で
築
こ
う
人
権
の
世
紀

〜
4
日
㈮
か
ら
10
日
㈭
は
人
権
週
間
〜

　

基
本
的
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
平
和

な
世
界
を
つ
く
る
た
め
、
昭
和
23
年

12
月
10
日
に
国
際
連
合
総
会
で
世
界

人
権
宣
言
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
法

務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

は
、
世
界
人
権
宣
言
が
採
択
さ
れ
た

翌
年
か
ら
12
月
4
日
か
ら
10
日
を
人

権
週
間
と
定
め
、
人
権
尊
重
思
想
の

普
及
・
高
揚
を
図
る
た
め
の
啓
発
活

動
を
全
国
的
に
展
開
し
、
市
で
も
街

頭
啓
発
や
広
報
車
に
よ
る
啓
発
な
ど

を
行
い
ま
す
。

人
権
相
談

　

市
で
は
、
毎
月
第
2
木
曜
日
に
市

役
所
や
各
セ
ン
タ
ー
で
人
権
擁
護
委

員
に
よ
る
人
権
相
談
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

差
別
や
い
じ
め
、
名
誉
棄
損
な
ど

日
常
生
活
の
中
で
「
こ
れ
は
人
権
問

題
で
は
」
と
感
じ
た
り
、
ど
こ
に
相

談
し
た
ら
い
い
か
困
っ
た
と
き
は
気

軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
相
談
は

無
料
で
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

日
時　

10
日
㈭　

午
前
10
時
〜
午
後

3
時

場
所　

市
役
所
2
階
相
談
室

北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題

啓
発
週
間 

10
日
㈭
〜
16
日
㈬

　

北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問

題
に
関
す
る
国
民
の
認
識
を
深
め
る

と
と
も
に
、
国
際
社
会
と
連
携
し
つ

つ
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問

題
の
実
態
を
解
明
し
、
そ
の
抑
止
を

目
的
と
し
て
、平
成
18
年
6
月
に「
拉

致
問
題
そ
の
他
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る

人
権
侵
害
問
題
へ
の
対
処
に
関
す
る

法
律
」
が
施
行
さ
れ
「
北
朝
鮮
人
権

侵
害
問
題
啓
発
週
間
」
が
定
め
ら
れ

ま
し
た
。
拉
致
問
題
の
解
決
を
は
じ

め
と
す
る
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権

侵
害
問
題
へ
の
対
処
が
国
際
社
会
を

挙
げ
て
取
り
組
む
べ
き
課
題
と
さ
れ

る
中
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
関
心

と
認
識
を
深
め
て
い
く
こ
と
が
大
切

で
す
。

問　

企
画
政
策
課
男
女
共
同
参
画
室

内
線
3
3
5
4
・
5

　佐倉人権擁護
委員協議会と千
葉地方法務局佐
倉支局は人権週
間にちなみ、常
駐人権相談所を
開設します。
日時　4日㈮～ 10日㈭（土・日曜日
を除く）　午前10時～午後4時
場所　千葉地方法務局佐倉支局内人
権相談室
相談員　人権擁護委員、法務局職員
■問　千葉地方法務局佐倉支局☎043
（484）1222

年末年始のごみ収集日

種類 収集曜日
12月年末
最終日

１月年始
開始日

燃やすごみ
(毎週)

月・木 28日 4日
火・金 29日 5日

燃やさないごみ
(毎月第1・3曜日)

月 21日 4日
火 15日 5日
水 16日 6日
木 17日 7日
金 18日 15日

資源物
(毎週)

月 28日 4日
火 29日 5日
水 30日 6日
木 24日 7日
金 25日 8日

粗大ごみ 
(有料・電話申し込

み制）

申し込みは粗大ごみ受付センター☎(491)4753へ
年末は28日㈪まで、年始は4日㈪から受け付けます。
受付日時　月～金曜日（祝日を除く）　午前９時～
午後４時
※収集日は申込時にお知らせします。

し尿のくみ取り 年末は28日㈪まで、年始は4日
㈪から受け付けます。

白井清掃
☎（492）0768
大久保清掃
☎（492）0120

市
の
耐
震
診
断
補
助
金

を
活
用
し
て
専
門
家
の

診
断
を
受
け
よ
う

　

阪
神
淡
路
大
震
災
や
新
潟
県
中
越

地
震
を
教
訓
と
し
て
、
市
で
は
災
害

に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

め
、
倒
壊
な
ど
の
危
険
性
が
高
い
一

般
建
築
物
（
木
造
住
宅
）
を
対
象
と

し
た
、
簡
易
な
耐
震
診
断
相
談
会
を

行
い
ま
す
。

　

こ
の
相
談
会
で
危
険
性
が
あ
る
と

診
断
さ
れ
た
場
合
は
、
市
の
補
助
制

度
を
活
用
し
て
、
専
門
家
に
よ
る
耐

震
診
断
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
補
助
金
の
限
度
額
は
7
万
円
で
す
。

日
時　

18
日
㈮　

午
前
10
時
〜

場
所　

市
役
所
2
階
相
談
室

対
象　

昭
和
56
年
以
前
に
建
築
さ
れ

た
木
造
住
宅　

6
件
（
申
し
込
み
順
）

相
談
員　

木
造
住
宅
耐
震
診
断
士

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

　
　
　
　
　
　
　
　

…
…
…
3
期
分

国
民
健
康
保
険
税　

…
…
…
6
期
分

介
護
保
険
料　

　
　

…
…
…
6
期
分

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
…
6
期
分

●
納
期
限
は
25
日
㈮
で
す

●
市
税
な
ど
は
期
限
内
に
納
付
し
ま

し
ょ
う

●
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
も
支

払
い
が
で
き
ま
す
（
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
を
除
く
）

※
納
期
限
内
に
限
り
ま
す
。

数
、
製
造
品
出
荷
額
、
原
材
料
使
用

額
な
ど
で
す
。
調
査
結
果
は
国
や
県
、

市
区
町
村
が
行
う
産
業
振
興
政
策
な

ど
の
各
種
施
策
を
決
め
る
上
で
の
重

要
な
基
礎
資
料
に
な
り
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
事
業
所
に
は
今
月
中

旬
か
ら
1
月
に
か
け
て「
調
査
員
証
」

を
携
帯
し
た
統
計
調
査
員
が
訪
問
し

ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

問　

企
画
政
策
課
情
報
管
理
班　

内

線
3
3
5
8
・
9
、
県
統
計
課
統
計

調
査
室
☎
0
4
3
（
2
2
3
）
2
2

2
6
・
7

【
ご
み
収
集
日
】

　

年
末
年
始
の
ご
み
収
集
は
左
表
の

と
お
り
行
い
ま
す
。

　

ご
み
は
き
ち
ん
と
分
別
し
て
午
前

8
時
30
分
ま
で
に
集
積
所
に
出
し
て

く
だ
さ
い
。
粗
大
ご
み
は
受
付
セ
ン

タ
ー
が
お
知
ら
せ
し
た
排
出
場
所
に

出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
印
西
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
の
搬
入
】

　

家
庭
ご
み
の
直
接
搬
入
は
搬
入
許

可
証
が
必
要
で
す
。
年
内
に
搬
入
し

（
一
級
建
築
士
な
ど
）

相
談
料　

無
料

申
・
問　

11
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
直

接
都
市
計
画
課
宅
地
建
築
班　

内
線

3
2
3
3
へ 

工
業
統
計
調
査
に
ご
協

力
を

　

経
済
産
業
省
で
は
製
造
業
を
営
む

事
業
所
を
対
象
に
、
工
業
の
活
動
実

態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
毎
年
12
月
31
日
現
在
で
「
工
業

統
計
調
査
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

調
査
内
容
は
経
営
組
織
、
従
業
者

　公的個人認証サー
ビスのシステムの関
連機器の入れ替え作
業を行うため、次の
日は電子証明書の発
行などの手続きがで
きません。
停止日　28日㈪
【一時停止する手続き】
◦電子証明書の発行
◦失効等の業務
■問　市民課市民班　内線3143

　千葉ニュータウンは2010年に成田新高速
鉄道開業し、並行して北千葉道路が整備され、
成田国際空港と直結します。更なる発展が見
込まれる状況下、今回、平成23年度の「まち
びらき」を目標に、北総線印西牧の原駅北エ
リア（印西市域21住区）のニュータウン事業
計画の見直しを行います。
　計画見直しに関して皆さんから意見をいた
だくため、次のとおり説明会を開催します。
日時　20日㈰　午前10時～正午
場所　印西市ふれあい文化館（印西市）
■問　市都市計画課計画整備班　内線3234･5

千葉ニュータウン事業
計画見直し説明会

公的個人認証サービスの
一時停止

常駐人権相談所

　社会保険庁は組織・人員を一新し「日本年
金機構」に生まれ変わります。
　現在ある社会保険事務所は「年金事務所」
と名称が変わりますが、年金相談など引き続
き利用できます。
　皆さんが日本年金機構の設立に伴って必要
となる手続きはありません。
■問　市保険年金課保険年金班　内線3174・5

社
会
保
険
庁

公的年金の
運営業務 日本年金機構

公的年金の
財政・運営責任 厚生労働省

「日本年金機構」が1月1日スタート
～社会保険庁が変わります～

た
い
人
は
28
日
㈪
ま
で
に
市
環
境
課

で
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

次
の
期
間
は
印
西
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
へ
の
家
庭
ご
み
と
事
業
系
ご
み

の
搬
入
は
で
き
ま
せ
ん
。

日
時　

平
成
21
年
12
月
30
日
㈬　

午

後
4
時
〜
平
成
22
年
1
月
4
日
㈪　

午
前
9
時

問　

市
環
境
課
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く

り
班　

内
線
3
2
7
4
、
印
西
ク
リ

ー
ン
セ
ン
タ
ー
業
務
班
☎
0
4
7
6

（
4
6
）
2
7
3
2

年
末
年
始
の
ご
み
収
集

倒壊する家屋（平成19年中越沖地震）

2009.12.15



保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

　道路の舗装修繕工事を行います。工事は
夜間に行い、工事中は交通誘導員を配置し
片側交互通行になります。
期間　～今月下旬（実工事日数5日間程度）
場所　下図の　　部分（中地区）
■問　建設課建設班　内線3213

　下水道（汚水・雨水）管の布設工事を行
います。工事は昼間に行い、工事中は交通
誘導員を配置し片側交互通行になります。
夜間の交通規制はありません。
日時　12月上旬～ 3月下旬　午前9時～午
後5時
場所　下図の　　部分（根地区）
■問　上下水道課計画建設班　内線3453

道路舗装修繕工事 下水道工事

シイタケ・価格表

品名 規格 単価 単位

原木 直径7～ 8㎝、
長さ90㎝ 310円/1本 50本

種駒 1,000個/1包 2,880円/1包 1包

苗木・価格表

苗木 号数 苗高 根本径 単価 単位

スギ

3
年
生

1 60㎝ 12㎜ 135円/1本

25本

3 45㎝ 9㎜ 115円/1本

ヒノキ
1 60㎝ 9㎜ 135円/1本

3 45㎝ 7㎜ 115円/1本

クロマツ
2 35㎝ 8㎜ 85円/1本

3 30㎝ 7㎜ 75円/1本

アカマツ
2 35㎝ 8㎜ 85円/1本

3 30㎝ 7㎜ 75円/1本

　県森林組合印旛事業所ではシイタケの原木や
種駒、スギなどの苗木のあっせんを行います。
品目・価格　下表のとおり
■申・■問　21日㈪までに、はがきに購入希望品目・
数量・住所・氏名・電話番号を記入の上、市農
政課農政班　内線3254へ

シイタケ原木などのあっせん

大
規
模
小
売
店
舗
新
設

の
届
け
出
書
の
縦
覧

　

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
に
基
づ

き
、
大
規
模
小
売
店
舗
新
設
の
届

け
出
と
添
付
書
類
の
縦
覧
を
平
成
22

年
2
月
19
日
㈮
（
桜
台
セ
ン
タ
ー
は

20
日
㈯
）
ま
で
行
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
新
設
に
対
し
意
見
が
あ
る
場
合
は
、

平
成
22
年
2
月
20
日
㈯
ま
で
に
意
見

書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
届
け
出
の
概
要
】

名
称
・
所
在
地　

ニ
ト
リ
千
葉
ニ
ュ

ー
タ
ウ
ン
店
・
白
井
市
桜
台
1
丁
目

1
番
4
号

店
舗
を
設
置
す
る
代
表
者
の
氏
名
・
住
所

㈱
ニ
ト
リ
代
表
取
締
役　

似
鳥
昭
雄

北
海
道
札
幌
市
手
稲
区
新
発
寒
6
条

1
丁
目
5
番
80
号

店
舗
を
新
設
す
る
日　

平
成
22
年
6

月
8
日
㈫

店
舗
面
積
の
合
計　

5
、
0
2
7
平

方
㍍　

【
縦
覧
場
所
】

　

県
経
営
支
援
課
、
白
井
市
商
工
振

興
課
、
桜
台
セ
ン
タ
ー

申
・
問　

県
商
工
労
働
部
経
営
支
援

課
商
業
・
大
型
店
室
☎
0
4
3
（
2

2
3
）2
9
3
2
・
℻ 

0
4
3（
2
2

7
）
4
7
5
7
へ

　

市
は
優
先
接
種
対
象
者
で
、
助
成

対
象
者
が
平
成
22
年
3
月
20
日
ま
で

に
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン

の
接
種
を
受
け
た
場
合
、
費
用
を
全

額
助
成
し
ま
す
。

【
優
先
接
種
対
象
者
】

　

次
の
①
か
ら
⑥
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
人
。

①
妊
婦

②
基
礎
疾
患
が
あ
り
医
師
か
ら
優
先

接
種
の
対
象
者
と
判
断
さ
れ
た
人

（
慢
性
呼
吸
器
疾
患
、
慢
性
心
疾
患
、

慢
性
腎
疾
患
、
慢
性
肝
疾
患
、
神
経

疾
患
・
神
経
筋
疾
患
、
血
液
疾
患
、

糖
尿
病
、
疾
患
や
治
療
に
伴
う
免
疫

抑
制
状
態
、
小
児
科
領
域
の
慢
性
疾

患
）

③
1
歳
か
ら
高
校
生
に
相
当
す
る
年

齢
の
人

④
1
歳
未
満
の
小
児
の
保
護
者

⑤
65
歳
以
上
の
人

⑥
①
か
ら
⑤
に
該
当
す
る
人
の
内
、

身
体
上
の
理
由
に
よ
り
予
防
接
種
が

受
け
ら
れ
な
い
人
の
保
護
者
な
ど

【
助
成
対
象
者
】

　

優
先
対
象
者
で
あ
り
、
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
人
。

●
生
活
保
護
受
給
者

●
中
国
残
留
邦
人
等
支
援
給
付
世
帯

に
属
す
る
人

●
市
民
税
非
課
税
世
帯
に
属
す
る
人

【
市
内
で
接
種
を
希
望
す
る
人
の
申

請
か
ら
接
種
ま
で
の
手
順
】

①
必
要
な
も
の
を
持
参
し
事
前
に
健

康
課
へ
申
請

②
市
が
助
成
の
可
否
を
審
査
し
「
助

成
対
象
者
確
認
票
」
を
郵
送

※
申
請
か
ら
郵
送
ま
で
10
日
程
度
か

か
り
ま
す
。

③
「
助
成
対
象
者
確
認
票
」
と
左
表

の
も
の
を
持
参
し
、
接
種
を
希
望
す

る
市
内
医
療
機
関
へ

【
市
外
で
接
種
を
希
望
す
る
人
、
す

で
に
接
種
を
済
ま
せ
た
人
の
申
請
】

①
左
表
の
も
の
を
持
参
し
医
療
機
関

で
接
種
を
受
け
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
予
防
接
種
済
証
と
領
収
書
を

取
っ
て
お
く

②
平
成
22
年
3
月
10
日
ま
で
に
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
済
証
と

領
収
書
を
添
え
て
健
康
課
へ
申
請

③
市
が
助
成
の
可
否
を
審
査
し
可
の

申請に必要な書類

対象者 証明書の種類
証明書の 

問い合わせ先
生活保護法の適
用を受ける人 ○生活保護受給証明書 保健福祉相談室

中国残留邦人等
支援法に基づく
支援給付の支給
決定を受けてい
る人

○「中国残留邦人等の円滑な帰国の促進
及び永住帰国後の自立の支援に関する法
律 （平成6年法律第30号）」に基づく支援
給付の支給のための本人確認証の写し

社会福祉課

市民税非課税世
帯に属する人

○国民健康保険限度額適用・標準負担額
減額認定証の写し
○後期高齢者医療限度額適用・標準負担
額減額認定証の写し

保険年金課

○介護保険負担限度額認定証の写し
○介護保険特定負担限度額認定証の写し
○介護保険料納入兼特別徴収通知書の写
し（所得段階区分が1から3）

高齢者福祉課

○保育所（園）に通所するこどもがいる
世帯の場合は「保育所入所承諾書（保育
料階層区分が生活保護世帯又は市民税非
課税世帯のもの）」と被保険者証など世
帯員の確認できる書類の両方

児童家庭課

※証明書がない場合は直接健康課へ。

場
合
は
指
定
の
口
座
に
振
り
込
む

【
申
請
に
必
要
な
も
の
】

❶
申
請
書（
健
康
課
・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
あ
り
ま
す
）

❷
右
表
の
書
類

❸
印
鑑

❹
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

済
証

❺
接
種
後
の
領
収
書

❻
口
座
の
わ
か
る
も
の

※
❹
❺
❻
は
市
外
・
既
接
種
者
の
み
。

　

郵
送
の
場
合
は
申
請
書
に
押
印
し
、

右
表
の
書
類
の
コ
ピ
ー
を
添
付
。

申
・
問　

健
康
課
母
子
保
健
班
・
保

健
予
防
班
☎
（
4
9
7
）
3
4
9
5

へ

医療機関に持参するもの
優先接種対象者 持ち物

妊婦 母子健康手帳
基礎疾患を有する人 優先接種対象者証明書（注１）

※かかりつけ医が接種する場合は不
要です。

1歳から小学校3年生に
相当する年齢の小児

母子健康手帳または被保険者証など
年齢を確認できる書類

1歳未満児の保護者 母子健康手帳、被保険者証または住
民票など、1歳未満児と同一世帯で
あることを確認できる書類

小学校4年生から高校
生に相当する年齢の者

被保険者証、学生証、住民票など、年齢
を確認できる書類

65歳以上の者 被保険者証、運転免許証または住民
票など、年齢を確認できる書類

上記の優先接種対象者
のうち、身体上の理由
により予防接種が受け
られない人の保護者な
ど

優先接種対象者証明書及び被保険者
証、住民票など、優先接種対象者の
うち、身体上の理由により予防接種
が受けられない者と同一世帯である
ことを確認できる書類

（注1）優先接種対象者証明書とは新型インフルエンザワクチ
ンを優先的に接種すべき基礎疾患を有していると医師により
判断され、かかりつけ医などで発行された証明書です。

感染予防のために

　本人や家族に感染が疑われる
場合や発熱・せきなどの症状が
ある場合は、特に感染すると重
症化しやすい妊婦・乳幼児を対
象とした事業への参加を見合わ
せるなどの配慮をお願いします。
　休校措置中の児童を連れての
参加もご遠慮ください。
主な対象事業　もうすぐパパマ
マクラス、マタニティ＆ベビー
サロン、4カ月育児相談、9カ月
食育教室、1歳6カ月児健診、3
歳児健診、集団予防接種
■問　健康課母子保健班・保健
予防班☎（497）3495

　小・中学生が描いた「水のある風景」の入賞
作品を展示します。
日時　14日㈪～ 18日㈮　午前8時30分～午後9時
（14日㈪は午後1時から、18日㈮は午後5時まで）
場所　保健福祉センター
■問　環境課環境保全班　内線3276・7

水辺の風景画コンクール
入賞作品巡回展

●接種希望者は接種費用の助成に関わらず左上
表の書類を必ず医療機関へ持参してください
●接種を受けるには、あらかじめかかりつけの
医療機関に予約が必要です
●助成希望者は早めに申請をしてください
●助成対象者確認票の交付は接種を確約するも
のではありません

●　注意してください　●

生
活
保
護
受
給
者
な
ど
の

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
の
助
成
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城戸真亜子さん

　市役所1階ロビーで献血を実施します。
日時　21日㈪　午前10時～ 11時45分、午後
1時～ 4時
■問　健康課健康づくり推進班☎（497）3494

　洋画家、食器デザインや
エッセーの執筆など多忙な
中、義母の介護を通じて感
じたことの講演です。
日時　2月13日㈯　午後2時
～（開場　午後1時30分～）
場所　文化会館中ホール
対象　一般　200人（申し
込み順）
講師　城戸真亜子さん
参加費　1,000円（前売りのみ）
■申・■問　市介護支援専門員協議会事務局（菊
華園内）☎（492）8113へ

心をつなぐ介護日記
～城戸真亜子講演会～

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

献血のお知らせ

　
「
生
活
習
慣
病
予
防
」
を
テ
ー
マ

に
、
調
理
や
運
動
な
ど
の
体
験
を
取

り
入
れ
な
が
ら
自
分
の
健
康
に
つ
い

て
楽
し
く
学
び
ま
せ
ん
か
。
血
糖
や

血
圧
な
ど
の
値
が
悪
く
な
り
始
め
不

安
に
感
じ
て
い
る
人
、
太
り
始
め
て

気
に
な
る
人
、
家
族
の
健
康
を
心
配

す
る
人
、
健
康
づ
く
り
に
興
味
が
あ

る
人
な
ど
に
お
勧
め
の
全
4
回
の
講

座
で
す
。

　

平
日
･
土
曜
日
の
2
コ
ー
ス
の
う

ち
、
ど
ち
ら
か
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

日
時
・
場
所　

左
上
表
の
と
お
り

対
象　

市
内
在
住
者　

各
16
人
（
応

募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

※
未
受
講
者
を
優
先
し
ま
す
。

内
容
・
講
師　

①
健
康
づ
く
り
講

演
会
・
医
師　

②
わ
た
し
の
「
健

康
目
標
」
を
立
て
て
み
よ
う
・
保
健

師
、
歯
科
衛
生
士　

③
「
体
の
中
か

ら
き
れ
い
に
な
ろ
う
」
バ
ラ
ン
ス
メ

ニ
ュ
ー
を
作
り
味
わ
い
ま
し
ょ
う
・

栄
養
士　

④
「
体
を
動
か
し
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
」
を
体
感
し
よ
う
・
健
康

運
動
指
導
士

参
加
費　

2
0
0
円
（
調
理
実
習
材

料
費
）

申
・
問　

12
月
18
日
㈮
ま
で
に
電
話

で
健
康
課
健
康
づ
く
り
班
☎
（
4
9

7
）
3
4
9
4
へ

健
康
づ
く
り
講
演
会　

〜
健
康
づ
く
り
の
ス
ス
メ
〜

　

こ
れ
か
ら
も
自
分
ら
し
い
生
活
を

続
け
て
い
く
た
め
に
は
、
健
康
で
い

る
こ
と
が
重
要
で
す
。
市
内
の
内
科

医
を
講
師
に
迎
え
「
メ
タ
ボ
予
防
で

い
き
い
き
生
活
」
を
テ
ー
マ
に
講
演

会
を
開
催
し
ま
す
。
毎
日
の
生
活
習

慣
が
関
係
し
て
起
こ
る
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
や
、
そ
の
予
防
方

法
を
学
び
、
い
き
い
き
生
活
を
目
指

し
ま
し
ょ
う
。

　

講
演
の
ほ
か
に
日
常
生
活
で
簡
単

に
で
き
る
運
動
を
紹
介
し
、
希
望
者

に
は
健
康
相
談
や
体
脂
肪
率
・
腹
囲
・

血
圧
測
定
を
行
い
ま
す
。

日
時　

1
月
18
日
㈪　

午
後
2
時
〜

4
時
（
受
け
付
け　

午
後
1
時
30
分

〜
）

場
所　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象　

市
内
在
住
者　

60
人
（
申
し

込
み
順
）

講
師　

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク

島
田
敏
雄
院
長

参
加
費　

無
料

申
・
問　

12
月
25
日
㈮
ま
で
に
、
電

話
か
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
ま
た
は

直
接
健
康
課
健
康
づ
く
り
推
進
班
☎

（
4
9
7
）
3
4
9
4
、
℻
（
4
9
2
）

3
0
3
3
、

 k
en
k
ou
@
city
.

sh
iroi.ch

iba.jp

へ

※
フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
申
し
込

む
場
合
は
、
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番

号
・「
講
演
会
希
望
」
を
明
記
し
て

く
だ
さ
い
。

生活習慣病予防講座

コース
日時

場所
① ② ③ ④

平日コース
1月18日㈪
14:00 ～

1月27日㈬
9:30 ～ 12：00

2月4日㈭
9:30 ～ 13:00

2月10日㈬
9:30 ～ 12：00

西白井複合
センター

土曜日コース
2月6日㈯
9:30 ～ 12：00

2月13日㈯
9:30 ～ 13:00

2月20日㈯
9:30 ～ 12：00

保健福祉セ
ンター

※①は両コース合同で開催します。
　平日コースの①と④の場所は保健福祉センターです。

　

病
気
や
事
故
に
よ
っ
て
お
き
る
障

害
は
誰
に
で
も
生
じ
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
障
害
は
さ
ま
ざ
ま
で
、
外

見
で
は
わ
か
ら
な
い
障
害
も
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。

　

私
が
関
わ
っ
て
い
る
精
神
障
害
も
、

誰
も
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
り
、
見

た
目
で
わ
か
る
障
害
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
あ
る
人
は
「
元
気
な
ん
だ
か
ら

就
職
が
ん
ば
っ
て
ね
。
早
く
お
父
さ

ん
を
安
心
さ
せ
て
あ
げ
て
」
と
親
戚

の
お
ば
さ
ん
か
ら
言
わ
れ
た
そ
う
で

す
。
そ
の
人
は
お
ば
さ
ん
が
励
ま
す

気
持
ち
で
言
っ
て
く
れ
て
い
る
の
は

わ
か
っ
て
い
て
も
、
今
は
難
し
い
の

で
落
ち
込
ん
で
し
ま
う
と
話
を
し
て

い
ま
し
た
。

　

精
神
障
害
と
言
っ
て
も
さ
ま
ざ
ま

な
症
状
の
人
が
い
て
、
生
活
の
し
づ

ら
さ
は
そ
れ
ぞ
れ
で
す
。「
微
熱
が

続
い
て
い
る
感
じ
で
体
が
重
く
集
中

で
き
な
い
」
と
い
う
人
や
「
こ
だ
わ

り
が
出
て
家
事
や
身
の
回
り
の
こ
と

精
神
保
健
福
祉
士
で
す

12
月
3
日
㈭
〜
9
日
㈬
は
障
害
者
週
間
で
す

が
で
き
な
い
」
と
い
う
人
も
い
ま
す
。

幻
聴
や
妄
想
に
考
え
が
お
よ
び
、
物

事
の
判
断
力
が
低
下
し
て
し
ま
う
人
、

風
呂
が
苦
手
な
人
、
外
出
が
で
き
な

い
人
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
難

し
い
人
な
ど
症
状
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

逆
に
「
人
に
対
し
て
優
し
い
気
持
ち

を
持
っ
て
い
る
」「
芸
術
的
な
才
能

が
あ
る
」「
特
定
の
物
事
に
詳
し
い
」

な
ど
長
け
て
い
る
こ
と
も
多
く
あ
り

ま
す
。

　

ま
ず
は
本
人
に
寄
り
添
っ
て
欲
し

い
と
思
い
ま
す
。
つ
い
口
を
出
し
た

く
な
る
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
そ
っ
と
見
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

本
人
が
困
っ
て
い
る
時
に
は
話
し
に

耳
を
傾
け
、
生
活
の
中
で
で
き
る
配

慮
や
工
夫
が
な
い
か
を
一
緒
に
考
え

て
く
だ
さ
い
。
今
回
の
障
害
者
週
間

を
き
っ
か
け
に
、
誰
も
が
暮
ら
し
や

す
い
社
会
に
な
る
よ
う
、
一
歩
踏
み

出
し
ま
し
ょ
う
。

　
　

精
神
保
健
福
祉
士　

伊
藤
直
道

健
康
増
進
ル
ー
ム
休
館

　

保
健
事
業
の
実
施
や
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
器
具
の
定
期
点
検
の
た
め
、
次
の

と
お
り
臨
時
休
館
し
ま
す
。

休
館
日
時　

3
日
㈭
・
10
日
㈭
・
17

日
㈭
・
24
日
㈭　

午
前
9
時
〜
午
後

5
時
、
12
日
㈯　

終
日

問　

健
康
課
健
康
づ
く
り
推
進
班
☎

（
4
9
7
）
3
4
9
4

栄養士
の 今月の献立は

おすすめおすすめ
栄養たっぷり

レシピ お手軽りんごパイ

材　料（4人分）
リンゴ1個　レーズン30㌘　砂糖
大さじ1　シナモンパウダー適量
春巻用の皮4枚　小麦粉大さじ1
水大さじ1　バター大さじ1
作り方　①リンゴは皮をむき、8
等分に切った後、5㍉㍍幅のイ
チョウ切りにする　②レーズンは
軽く水洗いして水気を切っておく
③リンゴ、レーズン、砂糖を鍋に
入れ、具がしんなりするまでかき
混ぜながら弱火で煮る　④③が冷
めたら4等分に分け、お好みでシナモンパウダーを混ぜる　⑤春巻き
の皮に④を乗せて包み、水で溶いた小麦粉で春巻の皮を止め、これ
を4本作る　⑥溶かしたバターを皮の表面に塗り、230度に温めたオー
ブンで5分程度焼く

栄養士から一言【心と体においしい食事をしよう】
　春巻の皮を生地に使ったりんごパイです。この季節にうれしいホッ
トなおやつを手軽に作ってみませんか。リンゴの代わりにバナナを
使ってもおいしく作れます。
1人当たりの栄養価　125㌔㌍
【お詫びと訂正】　11月1日号のおすすめレシピ「ホウレンソウと長イ
モのおひたし」の1人当たりの栄養価と野菜摂取量は42㌔㌍・100㌘
の誤りでした。
　お詫びして訂正します。

お手軽りんごパイ

保育園園庭開放　　保育園の園庭で遊びましょう
【南山保育園】
日時　10日㈭・17日㈭・24日㈭　午前9時30分～ 11時30分
■問　子育て支援センターふれんど（南山保育園内）☎（491）1131
【桜台保育園】
日時　3日㈭・17日㈭　午前9時30分～ 11時30分
■問　桜台保育園☎（492）6101

公園訪問　
【スマイル】
日程・場所　3日㈭・栄みどり公園、10日㈭・離山公園、17日㈭・大
山口児童公園
時間　午前10時30分～ 11時30分
■問　子育て支援センタースマイル（清水口保育園内）☎（491）8201
【ふれんど】
日程・場所　3日㈭・笹塚公園
時間　午前10時30分～ 11時30分
■問　子育て支援センターふれんど（南山保育園内）☎（491）1131

◆　みんな来てね　◆
　市では未就学児とその保護者を対象に次のとおり事業を実施してい
ます。

保育士が公園に訪問します
一緒に遊びましょう

生
活
習
慣
病
予
防
講
座

2009.12.17
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催

　

し

　

物

　パ　　　ノ　　　ハ　 
弦楽四重奏団
　演 　奏 　会　

　辛 島  美 登 里　 
トーク＆ライブ

　親子で楽しむ　 
　 初 笑 い　
 　白井新春寄席　

   伊 藤　 恵　 
ピアノ・リサイタル

期日 平成21年12月6日㈰ 平成21年12月27日㈰ 平成22年1月17日㈰ 平成22年1月24日㈰

開場 午後2時30分 午後2時30分 午後0時30分 午後2時30分
開演 午後3時 午後3時 午後1時 午後3時
会場 大ホール 大ホール 大ホール 大ホール
席種 全席指定 全席指定 自由席 全席指定
対象 一般 一般 一般（子ども向け） 一般

金額

Ｓ席　2,800円 
Ａ席　2,000円 
Ｂ席　1,200円

Ｓ席　3,000円 
Ａ席　2,000円

1,000円
Ｓ席　2,000円 
Ａ席　1,500円 
Ｂ席　1,000円

※小･中･高校生は500
円引きです。
　未就学児は入場で
きません。

※高校生以下は500円引
きです。
　2歳以下(席なし)無料
です。

※2歳以下(席なし)無料で
す。

※小･中･高校生は500円
引きです。
　未就学児は入場でき
ません。

講座名 日　程 時　間 対　象 内　容

初めてのパソコン講座
①平成22年1月19日
㈫・20日㈬

午後1時30分～
4時30分

市内在住の高校生以上
でマウス操作のできる
人　10人（応募者多数
の場合は抽選）

入力練習・簡単な
文章作成

エクセル入門講座
②平成22年1月14日
㈭・15日㈮

午前9時～正午

簡単な表計算方法

インターネット入門講座

③平成22年2月2日
㈫・3日㈬

市内在住の高校生以上
でホームページ･Eメー
ルを始めたい人　10人
（応募者多数の場合は抽
選）　

ホームページの閲
覧方法・Eメール
の送受信

④平成22年3月6日
㈯・7日㈰

◆
冬
の
野
鳥
観
察
会

日
時　

6
日
㈰　

午
前
9
時
30
分
〜

11
時
30
分
（
雨
天
の
場
合
は
中
止
）

集
合
場
所　

清
水
口
小
学
校
正
門
前

参
加
費　

1
0
0
円
（
保
険
代
）

申
・
問　

白
井
の
自
然
を
考
え
る
会

山
口
☎
（
4
9
1
）
9
2
9
1
へ

◆
ぽ
れ
ぽ
れ
市
民
講
座
「
ス
ト
レ
ス

社
会
と
心
の
健
康
」

　

「
エ
ゴ
グ
ラ
ム
を
使
っ
て
」
を

テ
ー
マ
に
心
理
テ
ス
ト
を
盛
り
込
ん

だ
講
座
を
実
施
し
ま
す
。

日
時　

6
日
㈰　

午
後
1
時
30
分
〜

3
時
30
分　

場
所　

保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー　

講
師　

精
神
保
健
福
祉
士
ま

た
は
臨
床
心
理
士　

参
加
費　

5
0

0
円
（
資
料
代
）　

申
・
問　

朝
日
☎
・
℻
（
4
9
2
）

5
8
6
5
へ

※
申
し
込
み
は
午
後
5
時
以
降
に
お

願
い
し
ま
す
。

◆
郷
土
史
の
会
講
演
会

　

「
木
下
街
道
の
伊
勢
宇
橋
」
を

テ
ー
マ
に
し
た
講
演
会
で
す
。

日
時　

10
日
㈭　

午
前
9
時
30
分
〜

正
午　

場
所　

西
白
井
複
合
セ
ン
タ

ー　

対
象　

市
内
在
住
者
（
自
由
参

加
）　

講
師　

市
文
化
財
審
議
会　

天
下
井
恵
会
長

問　

小
木
曾
☎
（
4
9
1
）
1
9
7

9◆
り
ぼ
ん
の
ク
リ
ス
マ
ス
会

　

地
域
に
住
む
外
国
人
と
楽
し
い
ク

リ
ス
マ
ス
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

日
時　

17
日
㈭　

午
前
10
時
30
分
〜

午
後
2
時　

場
所　

そ
う
ふ
け
公
民

館
（
印
西
市
）　

参
加
費　

5
0
0

円
（
材
料
代
）　

持
ち
物　

プ
レ
ゼ

ン
ト
（
新
品
1
、
0
0
0
円
以
内
）

問　

N
P
O
法
人
日
本
語
学
習
会
り

ぼ
ん　

吉
岡
☎
0
4
7
6
（
4
6
）

6
8
7
9

◆
し
ろ
い
・
楽
器
演
奏
を
楽
し
む
会

の
「
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
」

　

電
子
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
を
中
心
に

フ
ル
ー
ト
、
バ
イ
オ
リ
ン
、
ク
ラ
リ

ネ
ッ
ト
、
マ
ン
ド
リ
ン
に
よ
る
ク
イ

ン
テ
ッ
ト
演
奏
を
行
い
ま
す
。

日
時　

23
日
㈷　

午
後
2
時
〜
（
開

場　

午
後
1
時
30
分
）　

場
所　

中

銀
白
井
マ
ン
シ
オ
ン
大
ホ
ー
ル　

曲

目　

賛
美
歌
や
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ

（
き
よ
し
こ
の
夜
、
赤
鼻
の
ト
ナ
カ

イ
、
ジ
ン
グ
ル
ベ
ル
な
ど
）　

※
会
員
募
集
中
で
す
。

問　

迫
田
☎
（
4
9
7
）
2
8
3
6

◆
ち
ば
環
境
再
生
基
金

　

㈶
千
葉
県
環
境
財
団
は
県
民
自
ら

の
手
で
貴
重
な
自
然
を
保
全
し
、
ふ

る
さ
と
千
葉
県
の
環
境
を
再
生
す
る

自
発
的
・
継
続
的
な
活
動
を
支
援
す

る
た
め
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
が
県
内
で
行

う
活
動
に
対
し
経
費
の
一
部
を
助
成

し
ま
す
。
助
成
を
希
望
す
る
団
体
な

ど
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格　

県
内
に
事
務
所
が
あ
る

Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
市
民
活
動
団
体
な
ど
（
詳

細
規
定
あ
り
）　

対
象
と
な
る
活
動

自
然
環
境
の
保
全
・
再
生
、
体
験
的

環
境
学
習
、
省
資
源
・
リ
サ
イ
ク
ル

な
ど　

活
動
実
施
時
期　

平
成
22
年

4
月
1
日
〜
平
成
23
年
3
月
31
日

助
成
金
額　

助
成
対
象
経
費
の
2
分

の
1
以
内
で
、
1
事
業
に
つ
き
50
万

円
を
限
度　

申
・
問　

平
成
21
年
12
月
28
日
㈪

（
消
印
有
効
）
ま
で
に
申
請
書
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
郵
送
か
直
接

〒
2
6
0
―
0
0
2
4
、
千
葉
市
中

央
区
中
央
港
1
―
11
―
1　

㈶
千
葉

県
環
境
財
団
☎
0
4
3
（
2
4
6
）

2
0
9
1
へ

◆
生
態
工
学
の
学
習
会

　

「
生
き
も
の
と
共
に
生
き
る
」
を

題
材
に
学
び
ま
す
。

日
時　

20
日
㈰　

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

中
央
駅
前
公
民
館
（
印
西
市
）

対
象　

一
般　
（
自
由
参
加
）
講
師

明
治
大
学　

倉
本
宣
教
授　

参
加
費

3
0
0
円
（
資
料
代
含
む
）

問　

北
総
里
山
ク
ラ
ブ　

岩
本
☎

（
4
9
1
）
1
3
3
1

　来春開催する「星座カルタ大会」で使う読
み札を募集しています。88星座の中から一つ
星座を選び、形・名前・歴史などを盛り込み、
5･7･5の俳句形式でまとめてください。
《参考例》
　「この部屋で　何を彫ろうか　ラカイユさ
ん」（ちょうこくしつ座）・「一文字で　いやで
はないよ天使の矢」（や座）
※採用された人には、プラネタリウムの一般
投映観覧券を差し上げます。
■申・■問　平成22年1月31日㈰（必着）までに、
往復はがきに選んだ星座名・読み句（複数応
募は可で1句1用紙）・住所・氏名・年齢・電話
番号を記入の上、郵送か直接無記入のはがき
を持参し、プラネタリウム館☎（492）1125へ

　星座カルタの
　　　　読み札募集

≪文化会館チケット好評発売中≫

　初心者を対象としたパソコン講座を下表
のとおり行います。

場所　西白井複合センター
受講料　1講座　1,000円
※受講決定者は各講座日の1週間前までに
受講料と決定通知書（はがき）を生涯学習
課へ持参してください。
申・問　平成21年12月8日㈫（必着）までに、
1講座につき1枚の往復はがきに住所･氏名･
電話番号・希望講座日程番号と、返信面に
自分の住所･氏名を記入の上、生涯学習課
社会教育班　内線3432・3へ　
※定員に達しない講座は平成21年12月9日
㈬以降電話でも受け付けします。

パソコン講座日程表

市民による市民のための
パソコン講座 　 準

要
保
護
児
童
・
生
徒
に
就
学
費
を
援
助

初心者のための
     パソコン相談室

　

市
で
は
市
内
に
在
住
し
、
経
済
的

な
理
由
な
ど
で
小
・
中
学
校
に
就
学

す
る
こ
と
が
困
難
な
児
童
お
よ
び
生

徒
の
い
る
家
庭
に
就
学
費
を
援
助
す

る
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

対
象　

小
・
中
学
校
に
就
学
す
る
子

を
持
つ
保
護
者
で
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
人

●
生
活
保
護
法
に
基
づ
く
保
護
の
停

止
ま
た
は
廃
止
を
受
け
て
い
る

●
地
方
税
法
に
基
づ
く
個
人
の
事
業

税
の
減
免
、
市
町
村
民
税
非
課
税
・

減
免
ま
た
は
固
定
資
産
税
の
減
免
を

受
け
て
い
る

●
国
民
年
金
法
に
基
づ
く
国
民
年
金

の
減
免
を
受
け
て
い
る

●
国
民
健
康
保
険
法
に
基
づ
く
保
険

料
の
減
免
ま
た
は
徴
収
の
猶
予
を
受

け
て
い
る

●
児
童
扶
養
手
当
法
に
基
づ
く
児
童

扶
養
手
当
の
支
給
を
受
け
て
い
る

●
世
帯
更
生
貸
付
補
助
金
に
よ
る
貸

付
を
受
け
て
い
る

※
各
項
目
に
該
当
し
な
い
場
合
で
も

生
活
保
護
世
帯
に
準
じ
生
活
に
困
窮

し
て
い
た
り
、
病
気
や
突
発
的
な
事

故
、
災
害
な
ど
で
経
済
的
に
困
窮
し

て
い
る
な
ど
、
援
助
を
希
望
す
る
人

は
学
校
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

援
助
す
る
経
費　

学
用
品
費
・
校
外

活
動
費
・
修
学
旅
行
費
・
新
入
学
用

品
費
・
医
療
費
・
学
校
給
食
費
な
ど

申　

申
請
書
（
各
学
校
・
学
校
教
育

課
に
あ
り
ま
す
）
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
該
当
す
る
項
目
に
つ
い
て

確
認
が
で
き
る
書
類
を
添
付
し
、
在

学
し
て
い
る
学
校
へ

問　

学
校
教
育
課
学
務
班　

内
線
3

4
2
3

　パソコン操作の疑問や自主練習の方法などの相談に
応じます。インターネットやEメールの練習もできま
す。
日時　平成22年1月16日㈯　午後1時30分～ 4時30分・
21日㈭　午前9時～正午・26日㈫　午後1時30分～ 4時
30分、2月4日㈭　午前9時～正午、3月7日㈰　午後1時
30分～ 4時30分　　　
場所　西白井複合センター
対象　市内在住高校生以上　10人（先着順）　
※1人1時間です。
講師　市民ボランティア
※自己所有のパソコンやUSBなどの記録媒体の持ち込
みや練習した文書やホームページの印刷はできません。
問　生涯学習課社会教育班　内線3432・3

教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
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駅
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ

メ
ン
ト
教
室

　

部
屋
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
に
も
な
る

ト
ピ
ア
リ
ー
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

日
時　

10
日
㈭　

午
前
10
時
〜
正
午

対
象　

一
般　

15
人
（
申
し
込
み
順
）

持
ち
物　

花
ば
さ
み

参
加
費　

2
、
0
0
0
円
（
材
料
代
）

申　

6
日
㈰
ま
で
に
電
話
か
直
接
白

井
駅
前
セ
ン
タ
ー
へ

駅
男
の
料
理
教
室 

　

日
常
に
生
か
せ
る
和
献
立
に
活
用

で
き
る
魚
の
さ
ば
き
方
に
挑
戦
し
て

み
ま
せ
ん
か
。　

日
時　

12
日
㈯　

午
前
9
時
50
分
〜

午
後
1
時

対
象　

市
内
在
住
20
歳
以
上
の
男
性

12
人　
（
申
し
込
み
順
）

※
初
参
加
の
人
を
優
先
し
ま
す
。

参
加
費　

1
、
0
0
0
円
（
材
料
代
）

申　

6
日
㈰
ま
で
に
電
話
か
直
接
白

井
駅
前
セ
ン
タ
ー
へ

福
ク
リ
ス
マ
ス
ミ
ニ
コ

ン
サ
ー
ト

　

ハ
ン
ド
ベ
ル
・
コ
ー
ラ
ス
・
ピ
ア

ノ
・
バ
イ
オ
リ
ン
な
ど
の
す
て
き
な

調
べ
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

14
日
㈪
・
15
日
㈫
・
17
日
㈭
・

18
日
㈮　

午
前
11
時
〜
・
午
後
0
時

30
分
〜
、
16
日
㈬　

午
前
10
時
45
分

〜
・
午
前
11
時
〜
・
午
後
0
時
30
分

〜対
象　

一
般
（
自
由
参
加
）　

公
親
子
で
楽
し
く
あ
そ

び
ま
し
ょ
う

　

ク
リ
ス
マ
ス
会
を
行
い
ま
す
。

日
時　

15
日
㈫　

午
前
10
時
30
分
〜

11
時
30
分

対
象　

乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者　

20

組
（
申
し
込
み
順
）

参
加
費　

1
0
0
円
（
プ
レ
ゼ
ン
ト

代
）

申　

10
日
㈭
ま
で
に
電
話
か
直
接
公

民
セ
ン
タ
ー
へ

桜
赤
ち
ゃ
ん
広
場

　

身
長
と
体
重
測
定
、
カ
ー
ド
作
り

を
行
い
ま
す
。

【
つ
く
し
ち
ゃ
ん
】

日
時　

10
日
㈭　

午
前
10
時
30
分
〜

11
時
30
分

対
象　

市
内
在
住
平
成
20
年
4
月
2

日
以
降
生
ま
れ
の
子
と
そ
の
保
護
者

20
組
（
申
し
込
み
順
）

申　

8
日
㈫
ま
で
に
電
話
か
直
接
桜

台
セ
ン
タ
ー
へ

【
つ
ぼ
み
ち
ゃ
ん
】

日
時　

17
日
㈭　

午
前
10
時
30
分
〜

11
時
30
分

対
象　

市
内
在
住
満
1
歳
未
満
の
子

と
そ
の
保
護
者　

20
組
（
申
し
込
み

順
）

申　

15
日
㈫
ま
で
電
話
か
直
接
桜
台

セ
ン
タ
ー
へ

駅
キ
ッ
ズ
映
画
会

　

「
ス
ノ
ー
マ
ン
」
「
ひ
つ
じ
の
よ

う
な
ラ
イ
オ
ン
」
の
映
写
会
で
す
。

日
時　

25
日
㈮　

午
前
10
時
〜
11
時

対
象　

乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者　

20

組　
（
申
し
込
み
順
）

申　

24
日
㈭
ま
で
に
電
話
か
直
接
白

井
駅
前
セ
ン
タ
ー
へ

駅
母
親
く
ら
ぶ

　

ツ
リ
ー
と
ワ
ン
プ
レ
ー
ト
ご
は
ん

を
作
り
ま
す
。

日
時　

9
日
㈬　

午
前
10
時
30
分
〜

正
午

対
象　

子
育
て
中
の
マ
マ
お
よ
び
地

域
の
マ
マ　

16
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
費　

3
0
0
円
（
材
料
代
）

申　

5
日
㈯
ま
で
に
電
話
か
直
接
白

井
駅
前
セ
ン
タ
ー
へ

参
加
費　

2
5
0
円
（
材
料
代
）

申　

15
日
㈫
ま
で
に
電
話
か
直
接
桜

台
セ
ン
タ
ー
へ

複
ク
リ
ス
マ
ス
オ
ー
ナ

メ
ン
ト
作
り

　

フ
ェ
ル
ト
で
作
り
ま
す
。　

　
　

日
時　

6
日
㈰　

午
前
10
時
30
分
〜

11
時　

　
　
　
　
　
　

対
象　

小
学
生
以
上　

20
人
（
先
着

順
）公

作
っ
て
み
よ
う

　

マ
カ
ロ
ニ
リ
ー
ス
作
り
を
し
ま
す
。

日
時　

19
日
㈯　

午
前
10
時
〜
正
午

対
象　

小
学
生
以
上　

20
人
（
申
し

込
み
順
）

参
加
費　

2
0
0
円
（
材
料
代
）

申　

12
日
㈯
ま
で
に
参
加
費
を
持
参

の
上
、
直
接
公
民
セ
ン
タ
ー
へ

福
カ
ラ
オ
ケ
発
表
会

　

月
に
一
度
の
カ
ラ
オ
ケ
発
表
会
、

自
慢
の
の
ど
を
披
露
し
ま
し
ょ
う
。

日
時　

10
日
㈭　

午
後
0
時
30
分
〜

3
時
30
分

対
象　

市
内
在
住
お
お
む
ね
60
歳
以

上　

30
人
（
申
し
込
み
順
）

申　

9
日
㈬
ま
で
に
電
話
か
直
接
福

祉
セ
ン
タ
ー
へ

公
こ
ど
も
ク
ッ
キ
ン
グ

　

シ
ュ
ー
ク
リ
ー
ム
作
り
を
し
ま
す
。

日
時　

12
日
㈯　

午
前
10
時
〜
午
後

1
時

対
象　

小
学
生
以
上　

16
人
（
申
し

込
み
順
）

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
き
ん
、

上
履
き
、
マ
ス
ク
、
持
ち
帰
り
用
の

入
れ
物　

参
加
費　

3
0
0
円
（
材
料
代
）

申　

9
日
㈬
ま
で
に
参
加
費
を
持
参

の
上
、
直
接
公
民
セ
ン
タ
ー
へ

冨
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー

テ
ィ
ー

　

友
達
と
一
緒
に
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー

テ
ィ
ー
を
し
て
、　

ゲ
ー
ム
や
プ
レ

ゼ
ン
ト
交
換
な
ど
を
し
ま
す
。

日
時　

20
日
㈰　

午
後
1
時
〜
3
時

30
分

対
象　

市
内
在
住
小
学
生　

10
人

（
申
し
込
み
順
）

参
加
費　

1
0
0
円
（
材
料
代
）

　タイトルの上にある中などは次の場所
や申し込み・問い合わせ先を示しています。
中中央公民館・視聴覚ライブラリー
〒270-1422、復1458-1☎（491）0166
複西白井複合センター
〒270-1435、清水口1-2-1☎（492）1011
駅白井駅前センター
〒270-1424、堀込1-2-2☎（497）1151
冨冨士センター
〒270-1432、冨士239-2☎（446）1911
公公民センター
〒270-1406、中98-17☎（492）5266
桜桜台センター
〒270-1412、桜台2-14☎（491）7111
福福祉センター・青少年女性センター
〒270-1415、清戸766-1☎（492）2022
社社会福祉協議会
〒270-1492、保健福祉センター内
☎（492）5713
ボボランティアセンター
〒270-1492、保健福祉センター内
☎（492）5716
シシルバー人材センター
〒270-1415、清戸765-2☎（498）1717
※定期的に実施されている児童館事業など
は掲載されていないものもありますので、
児童館だより（各センターにあります）や
市ホームページをご覧ください。

◆
手
賀
沼
統
一
ク
リ
ー
ン
デ
イ

　

柏
、
我
孫
子
、
沼
南
・
下
手
賀
沼

地
区
の
3
カ
所
で
統
一
ク
リ
ー
ン
デ

イ
を
開
催
し
ま
す
。
一
人
一
人
が
手

賀
沼
を
き
れ
い
に
し
よ
う
と
行
動
す

る
こ
と
が
住
み
よ
い
ふ
る
さ
と
を
作

る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

【沼
南
・
下
手
賀
沼
地
区
】

日
時　

6
日
㈰
（
小
雨
決
行
）　

午

前
9
時
30
分
〜
正
午
（
受
け
付
け　

午
前
9
時
〜
）　　

集
合
場
所　

 

道

の
駅
「
し
ょ
う
な
ん
」
（
柏
市
）　

服
装　

多
少
汚
れ
て
も
良
い
服
装
、

長
袖
、
長
ズ
ボ
ン
、
ゴ
ム
手
袋

申
・
問　

氏
名
・
連
絡
先
を
電
話
か

フ
ァ
ク
ス
で
沼
南
・
手
賀
沼
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
会　

山
木
☎
・
℻
0
4
（
7

1
9
1
）
7
5
6
8
へ

※
当
日
参
加
も
で
き
ま
す
が
清
掃
用

具
の
準
備
の
都
合
上
、
事
前
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

◆
江
戸
散
歩
〜
バ
ス
で
巡
る
大
人
の

社
会
科
見
学

　

日
本
銀
行
本
店
の
地
下
金
庫
、
貨

幣
博
物
館
と
築
地
、
皇
居
東
御
苑
見

学
に
行
き
ま
す
。

日
時　

15
日
㈫　

午
前
7
時
10
分
〜

集
合
場
所　

白
井
駅
南
口
バ
ス
ロ
ー

タ
リ
ー　

対
象　

一
般　

40
人
（
申

し
込
み
順
）　

参
加
費　

5
、0
0
0

円
（
バ
ス
代
、
見
学
料
）

※
昼
食
代
は
別
に
掛
か
り
ま
す
。

申
・
問　

N
P
O
法
人
国
際
交
流
機

構　

大
谷
☎
（
4
2
3
）
2
2
8
0
へ

◆
N
P
O
法
人
し
ろ
い
環
境
塾

【
①
運
動
公
園
周
辺
の
森
保
全
事
業
】

　

運
動
公
園
周
辺
の
間
伐
、
搬
出
、

整
理
、
下
草
刈
り
な
ど
を
行
い
ま
す
。

日
時　

12
日
㈯　

午
前
10
時
〜
（
雨

天
の
場
合
は
中
止
）　

集
合
場
所　

運
動
公
園
駐
車
場　

対
象　

一
般　

30
人
（
申
し
込
み
順
）　

持
ち
物　

昼
食
、
飲
み
物
、
長
靴
、
軍
手
、
活

動
し
や
す
い
服
装

【
②
ミ
ニ
門
松
づ
く
り
講
座
】　

　

　

正
月
に
向
け
て
手
作
り
の
ミ
ニ
門

松
を
作
り
ま
す
。

日
時　

19
日
㈯　

午
前
10
時
〜
（
雨

天
決
行
）　

場
所　

平
塚
の
里
第
2

地
区
（
平
塚
延
命
寺
北
側
）　

対
象

一
般　

30
人
（
申
し
込
み
順
）　

参

加
費　

3
0
0
円
（
材
料
・
保
険
代
）

持
ち
物　

昼
食
、
飲
み
物
、
軍
手
、

活
動
し
や
す
い
服
装

申
・
問　

①
は
10
日
㈭
、
②
は
17
日

㈭
ま
で
に
上
西
☎
（
4
9
1
）
0
6

6
0
へ

◆
山
本
加
津
子
さ
ん　

愛
称
「
カ
ッ

コ
ち
ゃ
ん
」
講
演
会　

〜
み
ん
な
そ

の
ま
ま
で
大
丈
夫
〜

　

石
川
県
立
特
別
支
援
学
校
教
諭
で

あ
り
、
作
家
そ
し
て
3
児
の
母
で
も

あ
る
山
本
加
津
子
さ
ん
が
、
大
切
な

友
達
と
呼
ん
で
い
る
生
徒
た
ち
か
ら

教
え
て
も
ら
っ
た
「
生
き
て
い
る
っ

て
す
て
き
な
こ
と
だ
よ
」
を
伝
え
、

心
に
響
く
話
を
し
ま
す
。

日
時　

平
成
22
年
1
月
17
日
㈰　

午

後
1
時
30
分
〜
3
時
（
開
場　

午
後

1
時
）　

場
所　

イ
オ
ン
モ
ー
ル
千

葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
イ
オ
ン
ホ
ー
ル

（
印
西
市
）　

チ
ケ
ッ
ト
代　

前
売

り
8
0
0
円
、
当
日
1
、
0
0
0
円

申
・
問　

コ
ス
ミ
ッ
ク
ハ
ー
モ
ニ
ー

横
山
☎
0
9
0
（
5
5
3
8
）
5
2

6
8
へ

◆
障
害
者
・
高
齢
者
の
人
権
、
法
律

1
1
0
番

　

財
産
・
金
銭
・
家
族
問
題
な
ど
電

話
、
フ
ァ
ク
ス
、
面
談
に
よ
り
弁
護

士
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時　

9
日
㈬　

午
後
1
時
〜
4
時

相
談
専
用
番
号　

☎
0
4
3
（
2
2

7
）
9
0
0
2
・
℻

0
4
3

（
2
2
5
）
4
8
6
0
（
午
後
1
時

〜
2
時
）

※
フ
ァ
ク
ス
の
回
答
は
後
日
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

面
談
を
希
望
す
る
場
合
は
8
日
㈫

ま
で
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

申
・
問　

千
葉
県
弁
護
士
会
☎
0
4

3
（
2
2
7
）
8
4
3
1
へ

子

ど

も

持
ち
物　

飲
み
物
、
手
ふ
き
、
プ
レ

ゼ
ン
ト
の
品
物
（
3
0
0
円
以
内
）

申　

12
日
㈯
ま
で
に
参
加
費
を
持
参

の
上
、
直
接
冨
士
セ
ン
タ
ー
へ

中
冬
休
み
工
作
教
室

　

友
達
と
一
緒
に
工
作
を
し
ま
し
ょ

う
。

日
程
・
内
容　

平
成
21
年
12
月
24
日

㈭
・
お
正
月
飾
り
、
平
成
22
年
1
月

4
日
㈪
・
小
物
入
れ
作
り

時
間　

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

対
象　

小
学
生
以
上　

各
10
人
（
申

し
込
み
順
）

持
ち
物　

作
品
を
入
れ
る
袋

申　

12
月
16
日
㈬
ま
で
に
電
話
か
直

接
中
央
公
民
館
へ

桜
お
料
理
ラ
ン
ド

　

ク
レ
ー
プ
を
焼
い
て
ク
リ
ス
マ
ス

の
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
し
よ
う
。

日
時　

19
日
㈯　

午
前
9
時
30
分
〜

11
時
30
分

対
象　

市
内
在
住
小
学
生
以
上　

10

人
（
申
し
込
み
順
）

子

育

て

高

齢

者

趣
味
・
教
養
・
学
習

社弁当配達協力員募集
　見守りを兼ねて、2人1組で高齢者や
障害者へ弁当を届ける活動です。
活動日時　月～金曜日（祝日を除く）
の週1日　午前11時～午後1時
対象　市内在住、おおむね65歳までの
健康でボランティア精神があり、車の
運転ができる人　2人（申し込み順）
※活動1回に付き運転手800円、助手700
円です。
申　10日㈭までに電話か直接社会福祉
協議会へ

社白井市社会福祉協議会
　　　　　　　　　職員募集
勤務日時　平成22年1月4日㈪～午前8時
30分～午後5時15分（週2・3日）
対象　普通運転免許取得者で簡単なパ
ソコン操作ができる人　1人
業務内容　ボランティアセンター業務
時給　830円　（通勤手当あり）
申　平成21年12月11日㈮までに履歴書
に必要事項を記入の上、社会福祉協議
会へ
※面接があります。

ルームアクセサリーにもなる
トピアリー

セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

クレープ



●都営浅草線・北総線で
日本橋から48分
●東関東自動車道で千葉
北インターから約18㌔㍍
●常磐自動車道で柏イン
ターから約18㌔㍍
●成田空港から約34㌔㍍

古紙パルプ配合率70％再生紙を使用
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日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5

□消費生活相談
□心配ごと相談

□消費生活相談
□心配ごと相談

■朝市歳末ファン感
謝デー（7：00 ～市役
所）

6 7 8 9 10 11 12
■朝市歳末ファン感
謝デー（7：00 ～冨士
センター）

□消費生活相談 □消費生活相談
□心配ごと相談
※弁護士来庁
□こころの相談 （精神
保健福祉士）

□女性生き生き相談
□こころの相談（医
師）
□夜間証明書発行日
■人権・行政相談（10：
00 ～ 15：00市役所）
■交通事故相談（10：
00 ～ 15：00市役所）

□消費生活相談
□心配ごと相談

■朝市（7：00 ～市役
所）

13 14 15 16 17 18 19
□休日証明書発行日
■朝市（7：00 ～冨士
センター）

□消費生活相談
■年金・労働相談（10：
00 ～ 15：00市役所）

□消費生活相談
□心配ごと相談
□こころの相談 （精神
保健福祉士）
■住宅リフォーム無
料相談会（13：00 ～
16：00市役所）

□消費生活相談
□心配ごと相談

■朝市（7：00 ～市役
所）

20 21 22 23 24 25 26
■朝市（7：00 ～冨士
センター）

□消費生活相談 【天皇誕生日】 □女性生き生き相談
□夜間証明書発行日
■夜間窓口納付と納
税相談（17：15 ～ 20：
30市役所）

□消費生活相談
□心配ごと相談
※弁護士来庁

■朝市（7：00 ～市役
所）

27 28 29 30 31
□休日証明書発行日
■朝市（7：00 ～冨士
センター）
■休日窓口納付と納
税相談（9：00 ～ 12：
00市役所）

□消費生活相談
■官庁仕事納め

　　　文化会館　　　☎(492)1121

※詳しくは関連記事（□印の開催時間などは、右欄）をご覧ください。

夜間・休日証明書発行日
夜間　第2・4木曜日　17：15 ～ 20：00
休日           第2・4日曜日                 8：30        ～   12:00
市民課　内線3143、課税課　内線3131

夜間・休日証明書発行日

各　種　相　談
□消費生活相談　月・水・金曜日　
10:00 ～ 16:00　市役所相談室　内線
3294（商工振興課　内線3242・4）
□無料職業紹介　月～金曜日
9:00 ～ 17:00（受付9:00 ～ 16:00）
市役所相談室　内線3280
□就学相談　月～金曜日　8:30 ～
17:00　学校教育課　内線3422
□教育相談
（相談員による相談）　月～木曜日
9:30 ～ 16:30　市役所教育相談室
（指導主事による相談）　月～金曜日
8:30 ～ 17:00　市役所教育相談室
☎（492）2301
□女性生き生き相談　第2・4木曜日
10:00 ～ 16:00　保健福祉センター
（要予約）　企画政策課　内線3354・5
□心配ごと相談　水・金曜日　10:00
～ 15:00（弁護士来庁日は8:30から窓
口で受付）　保健福祉センター　社会
福祉協議会☎（492）5713
□ボランティア相談　月～金曜日
9:00 ～ 17:00　保健福祉センター
ボランティアセンター☎（492）5716
□家庭児童相談　月～金曜日
9:30 ～ 16:30　保健福祉センター
子育て相談窓口☎（497）3477
□こころの相談　（医師による相談）
第2木曜日　10:00 ～ 12:00　（精神保
健福祉士による相談）第2・3水曜日
10:15 ～ 15:00　保健福祉センター　
保健福祉相談室☎（497）3491　（要
予約）

各　種　相　談

　　　郷土資料館　　　☎(492)1124

項　目 内　容 日　程 入場料

常設展「白井のあゆ
み」

原始・古代から現代までの白
井を紹介 9：00 ～ 17：00 無料

※8日㈫から11日㈮は展示替えのため、休館します。

項　目 内　容 日　時 金　額

子ども投映 
ロイ君アワー

子どもクリスマス
アワー 2009

6日㈰・20日㈰　
11:00

市内　大人
210円、子
ども100円 
市外　大人
310円、子
ども150円

サンタさんがくる
「子どもクリスマス
アワー」
※図書館のクリス
マスおはなしかい
もあります。

13日㈰
11：00・13：30

一般投映

宇
そ ら

宙と88の星語り
～冬の星座

土・日曜日、24日㈭・
25日㈮　13：30

宇宙・天文カレンダー
2010 ～素敵な音楽に
のせて

水・金・土・日曜日、
24日㈭　15：00

昼間の星を
見る会

太陽表面の観望（天
候により中止の場
合あり）

19日㈯
11：30 ～ 13：30 無料

星を見る会 月、木星、天王星
ほかの観望

19日㈯ 
18：00 ～ 19：15

大人100円 
子ども無料

星空ライブ
コンサート
（大人向け）

星空のもとギターの
生演奏を楽しみます
演奏　宮川菊佳さん

6日㈰
13：30 ～ 14：50

前売り券
600円
当日券
700円

※6日㈰・13日㈰午後1時30分の一般投映は特別投映のため、休止
します。

開催日 ホール 催し物名 開演 入場料 問い合わせ

6日㈰

大
パノハ弦楽四重奏団演奏会 15：00

Ｓ席2,800円
Ａ席2,000円
Ｂ席1,200円
（小・中・
高校生は
500円引き）

文化会館
☎（492）1121

12日㈯ V IVACE  HANDBELL 
CONCERT 14:00

無料

本屋
☎（491）4465

13日㈰
中 小さなピアニスト達による

クリスマスコンサート 13：30 中前
☎（406）5615

大 吉本音楽学院ピアノ発表会 9：35 吉本音楽学院
☎0476（47）1411

26日㈯ 中 ピアノ発表会 10：00 石本
☎（492）6392

27日㈰ 大 辛島美登里トーク＆ライブ 15：00

Ｓ席3,000円
Ａ席2,000円
（高校生以
下は500円
引き）

文化会館
☎（492）1121

※主催者の都合により内容が変わる場合があります。

　　　　図書館　　☎(492)1122

項　目 日　時 対　象

クリスマスおはな
しかい

13日㈰　11：00・13：30
※プラネタリウム館の
「子どもクリスマスア
ワー」の中で行います。

小学低学年生以下

※図書館の開館時間は火曜日から土曜日は午前9時30分から午後7
時、日曜日は午前9時30分から午後5時です。
　おはなしかい、親子おはなしかいは新型インフルエンザ感染拡
大を防止するため、当分の間、中止します。

乳幼児健診・予防接種
健康課母子保健班☎(497)3495

プラネタリウム館　☎(492)1125

保健予防班☎(497)3495
健康づくり推進班☎(497)3494健康課

日程 場所 受付時間 対象

4カ月育児相談
15日㈫

○保
9:30 ～ 10：00

21年7月生まれの人
18日㈮ 13：15 ～ 13：45

9カ月からの食育教室
17日㈭ ○保 9:30 ～ 9:45 21年2月生まれの人

1歳6カ月児健康診査
8日㈫

○保 13:15 ～ 13:45 20年5月生まれの人に
は個人通知11日㈮

3歳児健康診査
1日㈫

○保 13:15 ～ 13:45 18年6月生まれの人に
は個人通知4日㈮

2歳児歯科健康診査
16日㈬ ○保 13:15 ～ 13:45 19年6月生まれの人に

は個人通知

三種混合
2日㈬ ○複

13:30 ～ 14:00 生後3カ月から90カ月
未満の人3日㈭ ○桜

7日㈪ ○保

麻しん風しん（1期・2期）

10日㈭ ○保 13:30 ～ 14:00

（1期）生後12カ月から
24カ月未満の人
（2期）5歳から7歳未満
の人で小学校就学前1
年間にあたる人

※予防接種日程は集団接種です。個別接種についてはお問
い合わせください。
　場所の○保は総合保健センター（保健福祉センター 2階）、
○複は西白井複合センター、○桜は桜台センターです。
　該当すると思われる人で通知のないときは、お問い合わ
せください。

日　程 時　間 場　所
16日㈬

10:00 ～ 11:30
西白井複合センター

22日㈫ 保健福祉センター
対象　市内在住者　内容　健康に関する相談に保健師、看護師が
対応（血圧測定、体脂肪率測定、腹囲測定が可能）
※電話や健康課窓口での相談も随時受け付けます。
　22日㈫は食事や栄養について栄養士に相談したり、子どもの体
重や身長を測定することができます。

健康相談 保健予防班☎(497)3495
健康づくり推進班☎(497)3494健康課


